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看護短大における就職支援について考える

A review on the employment support at college of nursing 

山本江里子

Eriko YAMAMOTO 

（神余川出什人学短期大学部看護学:fl)

キーワート：就職支援奨学金新卒離職率

I. はじめに

未だに日本で看設師が充足していたことはないが、

2006 年に設けられた「 7 対 l看設仏準J により、基準を

満たして診療報酬を妍額するために看護師の獲得に奔走

する病院が培え tこ現在も看護師不足ぱ継説していろ

背以には、糾卒石設師の離職率の上昇、沿介看設帥 0) 」眉

加などがある 2000 年以降、看護大学は飛耀的に増えて

いて、石設師I玉I家試験に合格して毎年 5 万人近い祈人看

護1:1Jj が誕lj__ しているっ師年この人数の人辻が培えていけ

ば、五いうちに充足するはずである。ところが、もとも

と女性が多い職種ということもあり、結婚、出産を契機

に退職する人もいて潜在石設師は多かったが、現在はそ

れに加えて新卒離職率の上昇などありがたくない現象も

増えている。平成25 年版看護白書によると、 1) 「常勤看

護職員離職率（新卒含む）が、平成23 年度10.9% 、平成

24 年度11.0% 、平成25 年度ll.0% に比べて、新卒者離職率

は、 'I 人成23 年度7.5% 、平成24 年度7.5% 、平成25 年1文7.9%

であったヘーI仝休(/)陥職率は、 11% 前後でほは1訓はし、だが、

新卒離凰宇は百ひ卜^昇領向にある。平成 21 年にそのため、

看設~k礎敦育のカリキュラムも改正されたが、呆たして

効果が出ているかは、定かではない。

最近の現象として、看護大学は増えている 0) に、実除

に看護師として働く人は培えていないという矛盾が起き

てし、る 乳i卒が印い時期に離職してしまうのは、何故だ

ろうか {l,:J 條は、'「 1 つ目の昨今の経済市情などから、

入学後、なるべく早い時期から奨学金を受けようとする

ことです C I I I Ill 各 2 つ H は、奨学金を受けることを汰

めた病院が本当に自分にあった就職先かどうか、迷いが

出てくる」と述べている。実際に本校の学生も 3 年生に

なって多くの病院に実宵に行く事で、奨学金を貰った病

院に就職することに迷いが小じて、学生から相談を受け

たことがある。

このような背景を考えて、今後の学4 の就職支援を見

直す必要があるため、卒業前に本校の現在の就職支援に

ついて質間紙調査をして、今後の本校の就職支援を考え

る検吋材料としたい、

JI • 研究目的

卒業前に本校0) 就臓支j笈の活用状況、奨学金と就Jf(j しと

の関係について丈態瀾壺をして、本校の就職支松の検討

に役立てる c

皿用語の定義

新卒離職率：新人看護師が 1 年以内に退職する割合

訊 研 究 方 法

卒業前就職についての質問紙調壺をし、本校の就職支

援を比較検討する。

調査対象：平成25 年度 3 月に卒業したA 短大看護学利

:3 年牛 92 名

調在期日：平成25{J: 2 月18 日

調査内容： 1肌記名式目晶式質澗紙調査10 坦目実施

資附斗 1

分析方法：統計処雌は、単純集計後、クロス集計して、

カイニ乗検定を実施した。

倫理的配慮：文書及びLI 剥「CliJf 究の目的と内容を説明し

て、 l1ij 怠か得られてから実施した。

届名忙を守ること、質間紙の管理と終［後

に絨断処皿すること、研究への参加は白由

意思であり、不参加でも不利益を生じない

こと、研究の目的以外にデータを使用しな

いことを文書で渡して、 n頭でも説明した。

本研究は、 2014 年 2 月 6 日神奈川歯科大学倫理審査委

員会の水認（承認番号：第247 番）を得てから実施した。
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資料 1

卒業前就職についてのアンケート

J. 就職先lさ決定し寺したか。あてlさ寺るものに0 をしてください。

Iさい いいえ

2. 奨学金を利用しきしたか。 Iさいの方lさ、 3へ進んでください。いいえの方は、 6へ進んでください。

はい いいえ

J. との奨学金を利用しましたか。あて1さきるものに0 をしてください。自治体と答えた方lさ、 4へ進んで

ください。とれ以外の方lさ、 5へ進んでください。

自治体 病院 8 本学生支援機構 との他（

4. 3で自治体と答えた方は、輯職の範囲に直接影響がありましたか。あてはまるものに0 をしてください。

Iさい いいえ との他（

s. 奨学金を利用した理由と、利用開拍の学年を教えてください。あてはまるものに0 をしてください。

経済的理由 就職に有利と考えたから との他（

( J年次前期. J年次後期 . 2年次前期 . 2年次後期 . l年i知前期 . l年次後期）

6. 就職を決めた理由lさ何ですか。あてはきるものに0 をしてください。（樗敬固答可）

卒後の教育体制 専門性を活かせる 勤務時間 スク.,7 敬 勤務地 給与 奨学金

との他（

7. 本校の就職支援で役に立ったものは何ですか。あてはまるものに0 をしてください。（樗敬國答可）

履歴書の書さ方 面接対策 メイ,, 7',.,7, 講座 卒業生による就職カイダンス 個別進路指導

a. キャ117' ・サポート室の活ffll さし寺したか。あてはまるものに0 をしてください。（樗数回答可）

奨学金の情報 病院説明会情報 卒業生情報 病院案内・求人票 との他（

C I年次： 回、 2年次： 回、 3 年次： 回）

9. 卒業生による就職ガイダンスで役立った7 ログラムは、何ですか。あてlさまるものに0 をしてください。

（樗敬回答可）

卒業生の輯職動機 病院での教育体制 卒後 I年目の仕事内容 内定きでの経緯（面接含む）

入職後希望の科に入れたか 人問間係 との他（

JO. の 、 れ さ て さ

＊アンケートにご協力いただきありがとうございました。
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V 結果

アンケート叫叶は、 92 名中68 名から有効回谷か得ら

れ、 74% の回収率であった。

l. 単純集計結果

1) 就職先は決定しましたか。：はい67 名 (98.5%) 、い

いえ 0 名、不明 1 名 (1.5%)

2) 奨学金を利用しましたか。：はい62 名 (91.2%) 、い

いえ l 石 (5.9%) 、不明 2 名 (2.9%)

3) との呪予拿を利用しましたか。：自沿11 、2 名 (2.9%) 、

病院47 名 (69.1%) 、日本学生支援桃札位：ー出 (33.8%) 、

その他（｝れ｛図 1)

4) 3 て日沿休ど怜えた方は、就職の範囲に直拉形評が

ありましたか＿：

はい 2 名 (2.9%) 、いいえ 1 名 (1.5%)

図 1

＿ 
4 

2年炉' :-6 .,A 目1期
9ヽ ‘ヽ、‘‘’‘’べ， メり

5) 奨学金を利用した理由と、利用開始の学年を教えて

ください。：

1年ぃ俊期―― 3、
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経済的琲由42 名 (61.8%) 、就載に有利と考えたから

9 名 (13.2%) 、その他 1 名 (1.5%)

1 年次前間13 名 (48.5%) 、 1 年次後期 3 名 (4."1%) 、

2 年次削JlJJ 6 名 (8.8%) 、 2 年次後期 1 名(、 5.9%) 、

3 年次前川13 名 (19.1%) 、3 年次後期 3 名 (4.4"oJ (図 2)

就域を決めたJ児由は何ですか。（柏数皿笞）

’や後の教育休訓37 名 (54.4%) 、専門袢を話かせる 2

名 (2.9%) 、勤務時間 8 名 (11.8%) 、スタソフ数 3

名 (4.4%) 、勤務地29 名 (42.7%) 、給与12 名 (17.7%) 、

奨学金22 名 (32.4%) 、その他 7 名 (10.3%) (図 3)

7) 本校の就職支援で役に立ったものは何ですか。（複

数回答）

履歴書の書き方19 名 (27.9%) 、面核対策10 名 (14.7%) 、

メイクアップ講座 3 名 (4.4%) 、卒業生による就職

ガイダンス 9 名 (13.2%) 、個別進路指導1l竹 (16.2%)

（図 11)

8) キャリア・サポート室の活用はしましたか

皿怜）

if 復放

奨 7'.".[;' の佑恨 6 名 (8.8%) 、病院品ll ーリJ公情報l亭

(17.7%) 、卒業生情報 9 名 (13.2%) 、病院粂内・求

人票 9 名 (13.2%) 、その他 0 名、 1 年次利用 3 名

(4.4'',,) 、 2 年次利用 8 名 (11.8%) 、 3 年次利用 10 名

(14.7%) 

~ た ラム

は、何てすか万（複数回答）

の 、 の 育

17 名 (25%) 、卒後 1 年 H のイ1事内容15 名 (22.0%) 、

内定までの経緯（而接含む） 5 名 (7.4%) 、入職後

希望の科に人れたか 5 名 (7.4%) 、人間関係 7 名

(10.3%) 、その他 0 名（図 5)

の 感想（希望する就職支援など）

あんまりや')てもらった記憶がない (1 名）

~37~ 

1年次前期 I
, , ,, べく,,, , ,,,, 、／ 

,,,,,,,,,, 

"'"、：：匁ヽ.,, .、、,,,
,·•, "'" 

図 2

6) 就職を決

図 3

図 4

図 5

22 
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2, クロス集計とカイニ乗検定結果（有紘水準 a =0.05 

でh意差が出たものを出述）

1) 間 2 の I奨学金は利用しましたか」に「はい」と答

えた者と、間 3 で病院の奨学金利用と答えた者で、

クロス集計後カイ：乗検定を実施して、クラメール

連閃係数を求めた。（以下、 I司様）

p 値0.0006<0.05 有点差あり クラメール連関係

数0.4654>0.25 関連あり

＊奨学金をもらっている学生は、病院からもらってい

る学生が多い。

2) 間 3 で自治体の奨学金を利用した者と、間 4 で「就

職の範囲に直接影響がありましたか」に「はい」と

答えた者

p 値0.0000<0.05 有紅差あり クラメール連関係

数0.8616>0.5 強い関連あり

＊自治体で奨学金をもらった学生は、就職の範囲に直

扱影聾があった。

3) 問 3 で病院の奨学金利用と答えた者と、間 5 で奨学

金を利用した罪由に経済的理由と答えた者

p 値0.0041 <0.05 有意差あり クラメール連関係

数0.3485>0.25 関連あり

＊病院で奨学金をもらった学生は、経済的理由でも

らっていることが多い。

4) 問 3 で病院の奨学金利用と答えた者と、間 5 で焚学

金を利用した理由に就職に有利と答えた者

p 値0.0313<0.05 付砿差あり クラメール連関係

数0.2611>0.25 閃連あり

＊病院で奨学金をもらった学生は、就職に有利と考え

てもらっている学生が多い。

5) 間 3 で「日本学生支援機構の焚学金を利用」と答え

た者と、間 5 で焚学金利用開始時期を 1年次前期と

答えた者

p 値0.0028<0.05 有怠差あり クラメール連関係

数0.3631>0.25 関連あり

＊日本学生支援機構の奨学金をもらった者は、 1 年次

前期からもらった者が多い。

6) 間 5 で奨学金を利用した坪由に経済的理由と答えた

者と、問 6 で就職を決めた理由に給与と答えた者

P 値0.028<0.05 有意差あり クラメール連関係数

0.2665>0.25 関連あり

＊奨学金を経済的理由で利用した者は、就職を給与で

決めている者が多い。

VI. 考察

今回のアンケート調介で分かったことは、まず 9 割以

トの学生が奨学金を利用しており、その約 7割が病院の

奨学金を利用し、残りの 3 割が学生支援機構を利用して

いる。 9 割の焚学金利用者のうち約 6 割が経済的理由で
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受領していることがわかった。

新谷は、 3) 「大学まで公立校に通わせるコースでは、

1982 年の648 万9000 円から 2000 年の 1163 万円に，私立に

通わせるコースでも 901 万円から 1595 万4000 円へと，と

もに約 8割の増加となっており、 lrrJ じ時期の家計支出（月

額）は25% しか増加していないことと比べ，子育てにか

かる費用の支出割合が相対的に増加している」と述べて

いる。昨今は、増税に加えて、親の給与は上昇せず、教

育費の高騰なども背景にあり、親世代も経済的に大変で

あることが伺える。学生支援機構は、 1年次飢期から受

領していることが多いが、 3 割の学生であり、就職には

直接影響は出ない。自治1本から受領している者は、わず

かであり、 4 の設問「就職の範岡に直接影響したか」は、

自治体から受領するとその自治体に就職することが前提

条件のため必要がない設間であった。

問題は、 7 割の病院から奨学金を受領している学牛

だ。人数も多いが、就職先を決定することになるので、

快重に選ぶ必要がある。卒業牛が就職後に訪れて、「こ

んなはずではなかった。もっと、焚学金をもらう前に考

えてからにすれば良かった」と研究室で話しているのを

何度か耳にした。 U 頃学生から相談を受けていて感じる

のは、奨学金の金額が高いことに引き寄せられて契約し

てしまった学生は、就職後に後悔するケースが多いとい

うことである。昨年の事例では、奨学金をもらっていた

が、数力月で退職して一括返済を余儀なくされ、競に借

金をして返却した者もいた。しかし、お金だけ返却すれ

ば済む間題ではない。学校の信用にも関わる問題である

し、本人の看護師人生においても、最初につまづいてし

まうことは避けたいため、奨学金の契約は、慎重にする

必要がある。

A 看護人学では、間題解決のため 1 、 2 年牛を対象に

9奨学金説明会J て 、~

「赤十字病院の看護部長や副看護部長といった方々に、

病院と奨学金の説明に来ていただいていました。 巾略

参加病院には、卒業後数年以内の卒業生を辿れてきて

いただくことをお願いし、 の の

のことや就職のための病院訪間の時期を苫慮して、 4 月

後半に開催することとしています」と述べている。この

ように病院側から学校に出向いて頂き、奨学金や病院の

話も伺うことができれば、病院と学生が直接話をするた

め、学牛にとっても非常にわかりやすいと思われる。時

期も 4 月に実施することで、多くの学生が奨学金をもら

う前に間に合わせることができる。

現在、キャリア・サポート委員会で、 2 年生は、 7 月

に第 1 回就職ガイダンスで就職活動の某本や病院説明会

て し、 ~

スで、就職活動の進め方、履歴書セミナー、面接対策講

座をしている。 3 年牛は、 4 月に卒業生による就臓と国



試ガイダンス、メイクアップ溝座など尤枷しーこし、る ア

ンケートの結呆から、履歴書の書ぎ方は、 3 省U近い学生

が役に立ったとしているが、個別巡路指導、面接対策、

卒業生のガイダンスの順番に低く、メイクアップ講座は、

数％の学生しか役立ったと答えていない。キャリア・サ

ポート室の活用も病院説明会柏報だけ 2 割弱活用してい

るが、他は今一つ活川されてない状況である。全体的に

見直す必要かあるだろう。ただし、本川によると、 「学

生の立場に近ーい卒後 1年H から 3 年目の石設訓jに1衣柏し

てメッセージ（リーフレット）を作成している I とある

、 、 の 、 の

~ の ても

らい就以後の話をしてもらっているので、より具休的に

イメージできていると名える。このような良い部分は残

して見直していくことが人切である 3

学生が就職を決めた理山を見てみると、 1位卒後の教

育体制 (5 割以上）、 21 立勤務地(;[割以上）、 3 位奨学

金 (3 割以上）という結果であった。このことから、ま

ずは病院の教育体制を半数以卜．の学作ば気にしてい巧

その次に勤務地が重要な要素と考えている（ ：；つ 1-1 に奨

学乍により坑駄先を決めていることがわか')た この事

からも病院就職後の教育計圃など実際に病院のりから況

明を・之ける事かてぎれば、具体的に理陪できて崩尤職の'J'IJ

斯lJ 安になり、より学生の就職支援につながる-

カイニ乗検定の結呆から、経済的理由で奨学金を受領

した者は、就職先も給与で判断しているという結果が出

たことは現代の若者の批相を反映しているといえよう。

他の教育体制や専門竹、勤務間間、スタッフ数などもす

べてカイニ乗検定してみたが、有怠元は出ない結果とな

り、唯一給与だけ有意菜か出る形となった。奨学金、給

与など日先のお令だけで判断して、後々汎械後に失敗

し、設力月て迅凰どいう事例も最近増えていることも考

えると妓念な結果である。 1年H の給与は、設桝屯1本や

地域により格差は少しあるが、それほと人きなp甘さかな

いのか現史であ、 それよりも自分に見{>

勤務出来て、一定年数勤務して看護師として必要な知識

や技術を段階的に学びとり、将来の自分のためにステッ

プア I プできることの方が重要である傾愉らによると、

病院辺ひの決め手は次の 5 つである。 i 「l魅力的な凡

輩がイ{{1 する ？私生活とのバランスをとりやすい 3 

目椋を実現で苔る環境が整っている。 (4) ナースを日指す

さっかけをくれた。⑤患者とナースの距離が近い。J 学

牛がこれらの条件がわかるような就職支援ができれば良

いのではないだろうか0 ①魅力的な先輩の存在は、卒業

生がガイダンスを実施していることで本校は出来ている

と考える。②私生活とのバランスは、昨今よく言われる

ワークライフバランスのことであり、勤務時間や 3 交替

か 2 交枠か、 11: まいやそれ以外のクラブ活動なども合ま

~sg 

れる。③目札＇工 J見てきる J悶培は、病院の特徴や、認定。

専門所設師贔lj 良(J) 導人なとか者えられる。⑤患省とナー

スの距離は、病院見学に参加することでわかるだろうが、

実習するのが最もわかりやすいぐこれらのことを学生が

少しでも理解でき、自分の希望に合った舶院選択ができ

るようにしていくことが、今後重要である

珊．結論

1. キャリア・サホート委員会での就職支援内容を継続

するもり）と、見直すものと分けて検討する。

継続するもの：腹歴言の書き方、面接対策、卒業生＿

による就職ガイダンス、個別汎路指

儲

見伯すもの：メイクアップ溝座、キャリア・サポー

卜室の活用

2. 学生は、経済的理由から就職の条件を奨学金や給与

などで判断する傾向があるため、進路指消時は、将

来就職後の自分のことも考えてアドバイスするよう

に教職目は心がげていく必要がある。

3. 就職支扱は、学4 かl'J 分の進路を考えるうえで重嬰：

となる的I元の特徴や将木のビジョンが理解てきるよ

うな支払をする必要かある。それには、病似と学牛

が直接対盾てきる桃貪を在学中につくり、牙牛と病

院の橋渡しをしていくことが童要である。
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